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今年は市制施行50周年

市制施行50周年記念ロゴマーク
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　市内においても、新型コロナウイルス感染症の感染
者が確認されております。
　ごみの処理は、市民の皆さまの生活を維持する上で、
不可欠なサービスの一つです。市民の皆さまと作業員
の健康のため、円滑・安全な収集、処理を行い、継続
的に事業を行えるよう、今号では、ごみの出し方につ
いてお知らせします。ご理解とご協力をお願いいたし
ます。
　詳しくは、市ホームページまたは電話でごみ対策課
☎４７３・２１１７へ。
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▲「生活ごみと　
　資源物の出し方」
　パンフレット

▲「ごみ出し
　カレンダー」

▲「ごみと資源物」
　の市ホームページ

収集・回収作業中のマスク着用について 
（ごみ対策課からのお願い）

熱中症にご注意

　夏期には、気温・湿度の上昇に伴い、収集・回
収作業中の熱中症リスクが高まります。そのため、
周囲の人との距離を十分にとれる場所など、状況
に応じて作業員がマスクを外して作業することが
あります。何卒、ご理解いただきますようお願い
いたします。　

　熱中症は予防が肝心であり、「暑さを避けること」
と「こまめに水分を補給すること」が必要です。
　新型コロナウイルス感染症予防の基本であるマス
クですが、夏期の気温・湿度が高い中で着用すると
熱中症のリスクが高くなる恐れがあります。屋外で
人と十分な距離が確保できる場合には熱中症のリス
クを考慮し、マスクを外すようにしましょう。

家庭ごみを出すときに心がけていただきたいこと心のこもったお言葉　ありがとうございます

　ごみの分別を調べたい時は、ごみ分別辞典（ごみサ
ク）をご利用ください。ごみサクは、ごみの分別方法
をパソコンやスマートフォンから簡単に検索できる
ウェブサイトです。5０音順または、品目名を入力す
ると、分別や出し方などが表示されます。

　市民の皆さまより、数多くの激励のお手紙をいただいています。真心のこもったお言
葉は、収集作業員の励みとなっています。誠にありがとうございます。
　これからも、市民の皆さまのご期待に応えられますよう、清掃業務に取り組んでまい
ります。

　新型コロナウイルスなどの感染症対策として、使用したマスクや
ティッシュは、透明または半透明のビニール袋などに入れ、しっかり縛っ
て封をした上で市指定の燃やせるごみの袋に入れて捨ててください。�
　ごみに直接触れない、袋はしっかり縛って封をする、ごみを捨てた
後は手を洗うことが大切です。路上などへのポイ捨ては絶対にやめま
しょう。

▲ごみサクの

　QRコード

ごみ袋はしっかり縛って封をしましょう
ごみ袋の空気を抜いて出しましょう
生ごみは水切りをしましょう
普段からごみの減量を心がけましょう
分別・収集ルールを確認しましょう

その １
その ２
その ３
その ４
その 5

ご家庭でのマスクなどの捨て方

ごみの捨て方
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環境省ホームページより

感染症対策のために、ごみの出し方を確認しましょう
～円滑・安全なごみ収集にご協力をお願いします～


